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固定観念にとらわれずに自ら考えて行動
できる自助共助の力を持った人を増やし、
助け合いの社会を創るために全国で講
習・講演活動中。

４泊５日の無人島サバイバル研修などユ
ニークな研修も数多く行う。

著書「もしときサバイバル術Jr」
「車バイバル！」

監修「目指せ！災害サバイバルマスター」



助け合いから解決出来る
ＳＤＧｓ



防災というテーマ



防災も含めて助け合いで解決

様々な社会課題＝自己責任では解決しない

防災
高齢化

貧困

犯罪
教育格差分断



協会の活動について



ボランティア活動写真

２０１１年
あの日から



２０１２年
７２時間サバイバルプロジェクト始動！



2泊3日のサバイバルキャンプで
子どもたちに学んでもらう



思ったほど参加者が集まらない・・・



・２泊３日は初心者にはハードルが高い
・そもそも防災減災訓練って必要？
・なんかしんどそうやし面倒くさそう



何のために団体を設立したのか？



子どもたちに自助・共助の力を！



２０１６年からプログラム改革



• ８つの講習を受け、検定に合格して、ワッペンをゲットしよう。

•全部集めたらサバイバルマスターとして認定！

•全国で開催中。

サバイバルマスター®認定講習



この本を執筆しているときに考えていたこと
 



サバイバルスキルを身につける
ことがゴールじゃない！



サバイバル教育の本質



サバイバル体験の中では
想像していたことと違うことが起こる



体験を通じて、本当はどうなのか、
自分で考えて、納得することが大事



生きる力は、教えられて身に付く
のではなく、試行錯誤の末に自分で
身に付けるものじゃないでしょうか



失敗を許されて、
失敗から学べる環境を用意する



サバイバル教育を通じて、
・自ら考える力
・判断をする力
・行動に移せる力
を身につける

これこそが生きる力→非認知能力







助け合いの社会の構築



サバイバルマスターになる
＝自助力を身につける



例えばチームビルドプログラムで
行う避難所運営シミュレーション



共助出来るようになるためには、
どんな知識やスキルが必要か？



支援が必要な人も守れるのか？



避難所において、
みんなで助け合う方法を考える



これでひとまず安心



ちょっと待って



支援が必要な人は
災害時じゃなくてもいるのでは？



サバイバルマスターは
災害時以外は

無関心でいいの？



日頃から支え合う意識があれば、
災害時でも支え合える



減災教育から社会教育へ

ここで学んだことを
日常にも活かしていく



大学生や社会人の役割



子どもたちと一緒に
自助共助出来る社会を創る

社会教育者が必要



それを大学生や社会人が担う



サバイバル教育を通じて
小中学生と大学生が共に学ぶ場を



一人ひとりが自助力を身につけ、
弱者にも優しい、

助け合いの社会を創るために



防災も含めて助け合いで解決

様々な社会課題＝自己責任では解決しない

防災
高齢化

貧困

犯罪
教育格差分断



モデルケースを
この市川市で作りませんか



ご清聴ありがとうございました


